
 

2026 年 8 月 30 日 

 

立教大学国際学術研究交流制度 

2026年度「招へい研究員」報告書 

 

１．招へい概要 

 

２．滞在中の活動 

来日日および離日日を含め、滞在中の活動を記入してください。全日程（毎日）記載する必要はありません。 

講演会やセミナーなどを開催した場合はタイトル、会場、参加者数等を記載してください。 

活動内容記入例）○○についての研究討議、共同研究、講演、講義、大学院生への研究指導等 

年月日 活動内容 

7 月 14 日 

 

7 月 15 日 

 

 

 

7 月 18 日 

 

 

 

 

7 月 21 日 

 

 

7 月 24 日 

来日（私費にて滞在前倒し） 

 

招へい期間のプログラム、研究セミナーについての打ち合わせ、研究

交流に関するディスカッション、本学図書館、研究施設についてのガ

イダンス 

 

研究セミナー「Human-Centric AI: Measuring Sustainable AI 

Implementation」 

17 時から 19 時、池袋キャンパス 7205 教室にて開催 

研究科教員、研究科大学院生 13 名参加 

 

研究セミナーについての打ち合わせ、研究交流、教育交流についての

ディスカッション 

 

研究セミナー「Publishing in International Journals: From trends to 

受入 

教員 

所属･職 ビジネスデザイン研究科・准教授 

氏名 安田 直樹 

受入学部・研究科･研究所 ビジネスデザイン研究科 

招へい 

研究員 

所属・職 
Professor, Marketing Department, ESCP Business School – Madrid 

所属機関所在国：スペイン 

氏名 Hector GONZALEZ JIMENEZ 

招へい期間 2026 年 7 月 15 日～2026 年 7 月 29 日（15 日間） 

研究経費 634,650 円 



 

 

 

 

7 月 27 日 

 

 

7 月 29 日 

 

8 月 4 日 

AI-augmented research」 

15 時から 17 時、池袋キャンパス 7202 教室にて開催 

研究科教員、研究科大学院生 12 名参加 

 

研究活動及び教育活動における生成 AI の利用について情報交換、ディ

スカッション 

 

招へい期間終了、日本国内他の地域を訪問のため本学を離校。 

 

帰国（私費にて滞在延長） 

 

  



３．研究・交流状況および成果 

上記に記載した活動について、具体的な研究･交流の内容および成果を、本学の学術研究、教育活動、国際交

流の進展へ与える効果を含めて、記載してください。講演会やセミナーなどの参加者層（学生、大学院生、

一般、教職員等）、会場の様子なども記載してください。 

本招聘プログラムでは、研究交流ならびに教育活動に関する多様な論点について情報交換

及び意見交換がなされるとともに、二度にわたって招聘研究員による研究セミナーが開催さ

れた。 

7 月 18 日開催の研究セミナーでは、招聘研究員が所属するビジネススクールの研究所にお

いて進行中の、Sustainable Development Goals の推進と AI の活用の関係についての研究プ

ロジェクトについて、報告がなされた。セミナーでは、招へい研究員の研究グループが開発

を進める「AI and Sustainability Index (AIS)」の理論的背景やその企業経営上の意義、また

SDGs の活動推進との関係について説明がなされ、出席の社会人大学院生、研究科教員から

は活発に質問が提起され、有意義なディスカッションがなされた。 

SDGs の推進は、我が国のみならず世界的にも現代企業の経営課題のひとつとして認識さ

れており、本研究科の社会人大学院生にとって実践的にも関心を引くテーマであったと思わ

れる。加えて、実際の企業活動における AI の活用の程度と SDGs の推進活動とを関連付け

る指標の作成というプロジェクトの内容は、方法論的にも興味深い研究であり、学術的、教

育的にも意義深いセミナーとなったと思われる。 

7 月 24 日のセミナーでは、国際的なジャーナルへの論文の投稿、掲載をどのように進める

かという実践的な方法論のレクチャーとともに、研究活動においていかに生成 AI を利用する

のか、その有効な活用方法と限界、問題性についての報告がなされた。 

研究、教育活動における生成 AI の活用は招聘研究員の所属するビジネススクールでも浸透

しつつあるものの、大学院生に対する論文指導やレポート指導などでは生成 AI の活用をめぐ

って少なからず問題に直面しているという招聘研究員自身の経験が共有され、それに対して

出席の研究科教員や大学院生からも各自の経験を踏まえた活発な質疑とディスカッションが

行われた。 

教育、研究における生成 AI の活用の可能性とその限界、問題について、ヨーロッパのビジ

ネススクールにおける実態を伺い知ることができたという点でも有意義であったし、教育、

研究における AI 活用の実践について率直な情報交換ができた点は出席者にとって極めて有

益であった。 

今回の招聘では、研究セミナーを通貫するテーマとして生成 AI の活用可能性と限界という

論点を設定したが、これは研究科教員および大学院生にとって喫緊の課題や問題関心につな

がるものであり、全体を通じて有意義なセミナーを開催することができたと考えている。 

加えて、招へい期間においては、公式、非公式に数回にわたってビジネススクールの教育

プログラム、今後の研究交流や教育連携についての意見交換を重ねることができた。 

 


